
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成22年８月11日

【四半期会計期間】 第49期第１四半期（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

【会社名】 ヒーハイスト精工株式会社

【英訳名】 HEPHAIST SEIKO CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　尾崎　浩太

【本店の所在の場所】 埼玉県川越市今福580番地１

【電話番号】 （０４９）２７３―７０００（代表）

【事務連絡者氏名】 執行役員管理部長　　佐々木　宏行

【最寄りの連絡場所】 埼玉県川越市今福580番地１

【電話番号】 （０４９）２７３―７０００（代表）

【事務連絡者氏名】 執行役員管理部長　　佐々木　宏行

【縦覧に供する場所】 株式会社大阪証券取引所

（大阪市中央区北浜一丁目８番16号）

EDINET提出書類

ヒーハイスト精工株式会社(E01727)

四半期報告書

 1/20



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第48期
第１四半期
累計(会計)期間

第49期
第１四半期
累計(会計)期間

第48期

会計期間
自平成21年４月１日
至平成21年６月30日

自平成22年４月１日
至平成22年６月30日

自平成21年４月１日
至平成22年３月31日

売上高（千円） 147,034 401,155 1,057,057

経常利益又は経常損失（△）　（千円） △77,471 18,462 △81,588

四半期純利益又は四半期（当期）純損失（△）

（千円）
△46,702 10,465 △55,871

持分法を適用した場合の投資利益（千円） －　　 －　　 －

資本金（千円） 717,495 717,495 717,495

発行済株式総数（千株） 6,245 6,245 6,245

純資産額（千円） 2,869,141 2,870,358 2,860,291

総資産額（千円） 4,065,496 4,018,476 3,994,342

１株当たり純資産額（円） 459.43 459.63 458.01

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期（当期）純損失金額（△）（円）
△7.48 1.68 △8.95

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利

益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － －

自己資本比率（％） 70.6 71.4 71.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
57,702 101,731 △66,784

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△203,286 △1,791 △212,485

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△57,641 △50,240 △210,232

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
709,281 472,704 423,005

従業員数（人） 60 66 60

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益は、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第48期第１四半期累計（会計）期間及び第

48期は１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。第49

期第１四半期累計（会計）期間は潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

　該当事項はありません。

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 66 (5)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー等）は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　）外

数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社は、精密機器製造事業の単一セグメントであるため、品目別に記載しております。なお、当第１四半期会計期間よ

り従来の品目名を「リニアベアリング」から「直動機器」へ「エンジンパーツ」から「精密部品加工」へ「ポジ

ショニングステージ」から「ユニット製品」へそれぞれ変更しております。

(1）生産実績

当第１四半期会計期間の生産実績は、次のとおりであります。

品目別
当第１四半期会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

前年同四半期比(％)

直動機器（千円） 316,060 377.5

精密部品加工（千円） 48,948 186.3

ユニット製品（千円） 24,652 44.7

合計（千円） 389,661 235.9

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

当第１四半期会計期間の受注状況は、次のとおりであります。

品目別

当第１四半期会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）　

受注高 受注残高
金額（千円） 前年同四半期比（％） 金額（千円） 前年同四半期比（％）

直動機器 337,113 521.6 141,936 511.9

精密部品加工 50,938 242.9 28,719 425.4

ユニット製品 47,119 170.9 29,623 25.7

合計 435,171 384.5 200,279 133.9

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

当第１四半期会計期間の販売実績は、次のとおりであります。

品目別
当第１四半期会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

前年同四半期比(％)

直動機器（千円） 327,554 499.4

精密部品加工（千円） 48,948 186.3

ユニット製品（千円） 24,652 44.7

合計（千円） 401,155 272.8

　（注）１．前第１四半期会計期間及び当第１四半期会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績

に対する割合は、次のとおりであります。

相手先

前第１四半期会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

ＴＨＫ株式会社 94,032 64.0 277,185 69.1

２．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第１四半期会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

　業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1）業績の状況

　当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、中国をはじめとする新興国の順調な景気回復による機械設備需要の

回復と、政府の緊急経済対策の下支えなどにより、欧州諸国の経済危機等による先行き不透明感を抱えながらも、総

じて回復基調にあります。当社の主要市場である各種産業用機械業界や電子部品業界も総じて業績が回復しており、

当第１四半期会計期間における当社の受注・売上状況は大幅に好転しております。

　このような経済環境の下で、当社は、顧客ニーズの満足度の向上のため、営業・技術・製造の三位一体体制の更なる

強化による顧客対応力の向上及び生産性向上活動による品質向上、コスト低減、納期短縮に懸命に取り組んでおりま

す。

　これらの結果、当第１四半期会計期間の業績は、売上高につきましては401,155千円（前年同四半期比172.8％増）

となりました。

  また、利益面につきましては、売上高の回復と生産性向上活動の効果により、経常利益18,462千円（前年同四半期

は経常損失77,471千円）となり、四半期純利益は10,465千円（前年同四半期は四半期純損失46,702千円）となりま

した。

　当社は、精密機器製造事業の単一セグメントでありますが、事業の傾向を示す品目別の売上状況は、下記のとおりで

あります。なお、当第１四半期会計期間より従来の品目名を「リニアベアリング」から「直動機器」へ「エンジン

パーツ」から「精密部品加工」へ「ポジショニングステージ」から「ユニット製品」へそれぞれ変更しておりま

す。

　主力製品であります直動機器につきましては、産業用機械業界の市況回復により受注が大幅に回復し、当第１四半

期会計期間の売上高は327,554千円（前年同四半期比399.4％増）となりました。

　精密部品加工につきましては、レース用エンジン部品の受注微増により、売上高は48,948千円（同86.3％増）　とな

りました。

　ユニット製品につきましては、電子部品業界の市況回復が必ずしも受注には結びつかず、売上高は24,652千円（同

55.3％減）となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ49,699千円

増加し、472,704千円となりました。

　当第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は101,731千円（前年同四半期比76.3％増）となりました。

　これは主に税引前四半期純利益18,462千円及び減価償却費24,982千円、たな卸資産の減少24,383千円、仕入債務の

増加33,739千円等による資金の増加によるものであります。　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は1,791千円（前年同四半期は203,286千円の使用）となりました。

　これは主に有形固定資産の取得による支出1,735千円等によるものであります。　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は50,240千円（前年同四半期は57,641千円の使用）となりました。

　これは主に長期借入金の返済による支出50,238千円等によるものであります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　当第１四半期会計期間における研究開発活動の金額は、575千円であります。

　なお、当第１四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変更はあり

ません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,720,000

計 18,720,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,245,000 6,245,000
大阪証券取引所　　　　　　

（ＪＡＳＤＡＱ市場）

単元株式数　　

1,000株

計 6,245,000 6,245,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年４月１日～　

平成22年６月30日　
－ 6,245,000 － 717,495 － 664,455

 

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成22年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,240,000 6,240 －

単元未満株式 普通株式     5,000 － －

発行済株式総数          6,245,000 － －

総株主の議決権 － 6,240 －

　

②【自己株式等】

 平成22年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年４月 ５月 ６月

最高（円） 126 113 103

最低（円） 95 92 93

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期累計期間（平成21

年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第１四半期会計期間（平成

22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期会計期間（平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで）及び前第１四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第１四半期会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成

22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期財務諸表について、創研合同監査法人による四半期レビュー

を受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 728,935 679,236

受取手形及び売掛金 624,384 603,059

製品 11,506 19,009

仕掛品 183,754 206,999

原材料 128,338 121,973

その他 47,028 46,548

貸倒引当金 △1,214 △1,173

流動資産合計 1,722,734 1,675,654

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 868,731 882,036

土地 1,063,504 1,063,504

その他（純額） 201,748 210,829

有形固定資産合計 ※1
 2,133,984

※1
 2,156,370

無形固定資産 1,973 2,201

投資その他の資産 ※2
 159,783

※2
 160,115

固定資産合計 2,295,742 2,318,687

資産合計 4,018,476 3,994,342

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 224,772 190,799

1年内返済予定の長期借入金 190,766 200,952

未払法人税等 9,182 －

賞与引当金 5,000 7,333

その他 63,903 39,006

流動負債合計 493,623 438,090

固定負債

長期借入金 367,859 407,911

退職給付引当金 38,679 38,569

役員退職慰労引当金 246,706 247,941

その他 1,249 1,537

固定負債合計 654,494 695,959

負債合計 1,148,118 1,134,050
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 717,495 717,495

資本剰余金 664,455 664,455

利益剰余金 1,487,925 1,477,459

株主資本合計 2,869,875 2,859,409

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 483 882

評価・換算差額等合計 483 882

純資産合計 2,870,358 2,860,291

負債純資産合計 4,018,476 3,994,342
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 147,034 401,155

売上原価 124,227 271,217

売上総利益 22,807 129,938

販売費及び一般管理費 ※
 102,260

※
 111,405

営業利益又は営業損失（△） △79,453 18,533

営業外収益

受取利息及び配当金 11 505

助成金収入 4,320 －

受取賃貸料 2,009 1,159

業務受託料 － 615

その他 929 309

営業外収益合計 7,270 2,589

営業外費用

支払利息 3,280 2,435

貸倒引当金繰入額 2,009 213

その他 － 11

営業外費用合計 5,289 2,660

経常利益又は経常損失（△） △77,471 18,462

特別利益

貸倒引当金戻入額 2,288 －

特別利益合計 2,288 －

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △75,183 18,462

法人税等 △28,480 7,997

四半期純利益又は四半期純損失（△） △46,702 10,465
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△75,183 18,462

減価償却費 30,165 24,982

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,830 254

賞与引当金の増減額（△は減少） △4,167 △2,333

退職給付引当金の増減額（△は減少） 606 109

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,136 △1,235

受取利息及び受取配当金 △11 △505

支払利息 3,280 2,435

売上債権の増減額（△は増加） 179,958 △21,325

たな卸資産の増減額（△は増加） △18,573 24,383

その他の流動資産の増減額（△は増加） △6,079 6,930

仕入債務の増減額（△は減少） △50,254 33,739

その他の流動負債の増減額（△は減少） 566 25,684

その他の固定負債の増減額（△は減少） － △288

その他 1,413 △223

小計 62,026 111,071

利息及び配当金の受取額 11 505

利息の支払額 △3,280 △2,435

法人税等の支払額 △1,055 △7,410

営業活動によるキャッシュ・フロー 57,702 101,731

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △200,000 －

有形固定資産の取得による支出 △3,310 △1,735

貸付金の回収による収入 90 －

その他 △66 △56

投資活動によるキャッシュ・フロー △203,286 △1,791

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △53,043 △50,238

配当金の支払額 △4,598 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー △57,641 △50,240

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △203,225 49,699

現金及び現金同等物の期首残高 912,507 423,005

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 709,281

※
 472,704
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　会計処理基準に関する事項

の変更

　　　資産除去債務に関する会計基準の適用

　　当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18

号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　　なお、これにより、損益に与える影響はありません。

【表示方法の変更】

当第１四半期会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

（四半期損益計算書）

　前第１四半期累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「業務受託料」は、営業外

収益総額の100分の20を超えたため、当第１四半期累計期間より区分掲記することとしました。なお、前第１四半期

累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「業務受託料」は233千円であります。　

　

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１　棚卸資産の評価方法 　当第１四半期会計期間末における棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略

し前事業年度に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定してお

ります。

２　固定資産の減価償却の算定方法 　固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積りを考慮した予算を策定し

ているため、当該予算に基づく年間償却予算額を期間按分して算定しており

ます。

３　繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境

等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合に、前

事業年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを

利用する方法を採用しております。

 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。　

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第１四半期会計期間末
（平成22年６月30日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額 ※１　有形固定資産の減価償却累計額

 1,995,989千円  1,971,235千円

※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 ※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 　　 投資その他の資産 10,003千円  　　 投資その他の資産 9,790千円

 

（四半期損益計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。　

　※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。　

役員報酬 15,870千円

給料及び手当 22,804 

賞与引当金繰入額 1,035 

役員退職慰労引当金繰入額　 2,136 

支払報酬 12,493 

研究開発費　 5,514 

役員報酬 20,640千円

給料及び手当 27,226 

賞与引当金繰入額 4,172 

役員退職慰労引当金繰入額　 3,188 

支払報酬 11,968 

研究開発費　 575 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

　照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

　照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年６月30日現在）

現金及び預金勘定 965,507千円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △256,226 

現金及び現金同等物 709,281千円

 

現金及び預金勘定 728,935千円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △256,231 

現金及び現金同等物 472,704千円

 

（株主資本等関係）

当第１四半期会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年

６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　6,245千株

２．自己株式の種類及び株式数

　該当事項はありません。

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

該当事項はありません。
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（金融商品関係）

　当第１四半期会計期間末（平成22年６月30日）

　　前事業年度の末日に比べて著しい変動はありません。

　

（有価証券関係）

　当第１四半期会計期間末（平成22年６月30日）

１. 満期保有目的の債券で時価があるもの

　該当事項はありません。

２. その他有価証券で時価があるもの

　前事業年度の末日に比べて著しい変動はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　当第１四半期会計期間末（平成22年６月30日）

　当社は、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。　　

 

（持分法損益等）

　前第１四半期累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　該当事項はありません。　　

　

　当第１四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　該当事項はありません。　　

 

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　当第１四半期会計期間において付与したストック・オプションはありません。

 

（企業結合等関係）

　当第１四半期会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　該当事項はありません。　　

（資産除去債務関係）

　当第１四半期会計期間末（平成22年６月30日）

　　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、精密機器製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（賃貸等不動産関係）

　当第１四半期会計期間末（平成22年６月30日）

　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成22年６月30日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 459.63円 １株当たり純資産額 458.01円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第１四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 7.48円 １株当たり四半期純利益金額 1.68円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △46,702 10,465

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△46,702 10,465

期中平均株式数（千株） 6,245 6,245

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　当第１四半期会計期間末（平成22年６月30日）

　前事業年度の末日に比べて著しい変動はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月10日

ヒーハイスト精工株式会社

取締役会　御中

創研合同監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 本間　寛　　　印

 業務執行社員  公認会計士 佐竹　邦彦　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているヒーハイスト精工株

式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第48期事業年度の第１四半期会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。

この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明

することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ヒーハイスト精工株式会社の平成21年６月30日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月11日

ヒーハイスト精工株式会社

取締役会　御中

創研合同監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 本間　寛　　　印

 業務執行社員  公認会計士 佐竹　邦彦　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているヒーハイスト精工株

式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第49期事業年度の第１四半期会計期間（平成22年４月１日から平

成22年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。

この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明

することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ヒーハイスト精工株式会社の平成22年６月30日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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